
「南島原市で農業を始めませんか？」

川西市の研修

百舌鳥古墳群ビジターセンターの視察
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質問の様子を
動画で見よう

　
　
　
市
外
の
生
徒
が
本
市

の
高
校
入
学
を
希
望
し
た
経

緯
と
周
知
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
全
国
大
会
な
ど
に
出

場
し
て
い
る
陸
上
部
に
入
部

す
る
生
徒
、
ま
た
在
学
中
に

国
家
資
格
が
取
得
で
き
る
福

祉
科
に
入
学
す
る
生
徒
な
ど

が
い
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

各
高
校
や
同
窓
会
な
ど
を
通

じ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
市
長
は
南
島
原
市
の 林 田 久 富 議員 

議
員

議
員

農
業
の
現
実
を
考
え
た
と
き
、

国
・
県
の
施
策
が
本
市
の
農

業
に
十
分
対
応
で
き
て
い
る

と
思
う
か
。

　
　
　
国
・
県
の
い
ろ
ん
な

事
業
の
対
象
に
な
る
分
野
で

は
支
援
を
し
て
も
ら
う
よ
う

な
働
き
か
け
は
し
て
い
る
が
、

み
な
さ
ん
が
思
わ
れ
る
よ
う

な
支
援
の
在
り
方
に
は
、
物

足
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
は

あ
る
と
思
う
。

　
　
　
「
南
島
原
市
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
に
配
置
を

す
る
職
員
の
業
務
内
容
と
職

種
・
人
員
は
。

　
　
　
　
　
　
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
関
す
る
保
健
衛
生

面
の
相
談
、
家
庭
訪
問
、
乳

幼
児
の
健
康
診
査
や
予
防
接

種
、
不
妊
治
療
費
や
妊
産
婦

医
療
費
の
助
成
、
出
産
・
子

育
て
応
援
給
付
金
の
支
給
な

ど
母
子
保
健
面
に
関
す
る
業

務
、
子
育
て
家
庭
か
ら
の
福

祉
面
の
相
談
や
Ｄ
Ｖ
の
相
談
・

支
援
、
児
童
手
当
や
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
や
医
療
費
の

助
成
、
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
ど
の
運
営
支
援
な
ど
児
童

福
祉
に
関
す
る
業
務
を
一
体

的
に
行
う
。
配
置
人
員
は
正

規
職
員
で
、
保
健
師
が
６
名
、

栄
養
士
１
名
、
社
会
福
祉
士

１
名
、
事
務
職
員
９
名
、
セ

ン
タ
ー
長
１
名
の
計
18
名
で
、

こ
ど
も
未
来
課
の
職
員
を
充

て
る
。
他
に
会
計
年
度
任
用

職
員
が
、
助
産
師
が
２
名
、

栄
養
士
が
１
名
、
家
庭
児
童

相
談
員
が
２
名
、
母
子
父
子

自
立
支
援
員
が
１
名
、
事
務

職
員
が
２
名
の
計
８
名
で
、

全
体
で
は
26
名
で
ス
タ
ー
ト

を
す
る
。

令
和
６
年
度
施
政
方
針

に
つ
い
て

【
市
外
出
身
高
校
生
へ
の

支
援
】

市
長

市
長

議
員

学校給食費の無償化
を前向きに考えてお
いていただきたい

福
祉
保
健
部
長

【
農
業
振
興
】

【
子
育
て
支
援
の
充
実
】

　
令
和
４
年
６
月
か
ら
試
行

し
、
令
和
４
年
10
月
の
改
選

後
の
定
例
会
よ
り
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
を
実
施
し
た
。

　
予
算
や
決
算
な
ど
は
、
複

数
の
資
料
が
あ
る
た
め
、
一

つ
の
画
面
で
は
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
で
き
な
い
の
で
、
紙
で

配
布
し
て
い
る
が
、
そ
の
他

は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
情
報
通
信
機

器
の
使
用
に
関
す
る
要
綱
を

策
定
し
、
ル
ー
ル
を
決
め
て
、

パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・

ス
マ
ホ
を
会
議
に
持
ち
込
ん

で
活
用
し
て
い
る
。
一
般
質

問
の
通
告
に
お
い
て
は
、
字

句
や
表
現
の
訂
正
が
あ
る
の

で
、
メ
ー
ル
で
の
提
出
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
川
西
市
は
10
年
以
上
の
年

月
を
か
け
て
取
り
組
ま
れ
て

い
た
。
本
市
議
会
に
お
い
て

も
課
題
を
解
消
し
つ
つ
、
自

分
た
ち
で
ル
ー
ル
を
決
め
、

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
は
、

古
墳
時
代
に
築
造
さ
れ
た
古

代
日
本
列
島
の
王
た
ち
の
墓

群
で
、
令
和
元
年
７
月
に
世

界
遺
産
登
録
が
決
定
さ
れ
た
。

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
約
26
億
円

を
投
じ
て
３
階
建
て
の
施
設

の
建
設
を
計
画
し
て
い
た
が
、

現
市
長
が
多
額
の
事
業
費
な

ど
を
問
題
視
し
て
中
止
し
、

既
存
の
建
物
を
利
用
し
た
案

内
施
設
で
事
業
費
は
約
2.2
億

円
と
な
っ
た
。

　
施
設
は
文
化
庁
の
補
助
金

を
活
用
し
て
整
備
。
映
像
と

パ
ネ
ル
展
示
に
よ
り
古
墳
群

の
魅
力
を
伝
え
る
「
入
門
施

設
」
と
位
置
づ
け
、
詳
細
は

「
堺
市
博
物
館
」
で
見
て
も

ら
う
こ
と
で
す
み
わ
け
を
行

っ
て
い
て
、
入
場
料
は
無
料

で
あ
る
。

　
現
在
、
南
島
原
市
で
は
、

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
セ
ン

タ
ー
の
み
で
集
客
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、
南
島
原
市
全

体
に
多
く
の
方
が
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

施
設
の
成
功
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

■
１
月
23
日（
火
）

兵
庫
県
川
西
市

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
へ
の
取
組

み
に
つ
い
て

■
１
月
24
日（
水
）

大
阪
府
堺
市

百
舌
鳥
古
墳
群
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修
報
告

令
和
６
年
１
月
23
日（
火
）〜
24
日（
水
）

副
委
員
長　
田
中
克
彦
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田
中
次
廣 

委
員
長

主
な
質
疑

〈
総
務
部
関
係
〉

　
　
　
消
防
団
員
の
準
中
型

免
許
取
得
に
対
す
る
補
助
額

は
。

　
　
　
オ
ー
ト
マ
限
定
解
除

に
４
万
円
、
準
中
型
以
上
取

得
に
11
万
円
補
助
す
る
。
28

名
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
の
内
容
は
。

　
　
　
防
災
行
政
無
線
の
工

事
内
容
は
、
親
局
の
西
有
家

庁
舎
の
操
作
卓
の
工
事
と
、

上
原
中
継
局
と
、
８
か
所
の

再
送
信
局
の
工
事
は
終
わ
っ

て
お
り
、
現
在
、
各
自
治
会

内
に
立
っ
て
い
る
屋
外
子
局

の
建
て
替
え
と
移
設
工
事
等

を
行
っ
て
い
る
。

〈
地
域
振
興
部
関
係
〉

　
　
　
空
き
家
活
用
推
進
事

業
で
は
、
市
が
一
定
期
間
借

受
け
て
改
修
し
、
貸
し
出
す

事
業
と
思
う
が
、
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
か
。
一
定
期
間
と
は

ど
の
程
度
か
。
一
定
期
間
が

過
ぎ
た
後
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
い
い
空
き
家
が
あ
っ

た
ら
住
み
た
い
と
い
う
移
住

検
討
者
が
多
く
あ
り
、
リ
フ

ォ
ー
ム
し
た
ら
来
て
も
ら
え

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
現

在
、
１
件
の
設
計
委
託
を
進

め
て
お
り
、
来
年
度
は
あ
と

２
件
見
つ
け
な
が
ら
、
３
件

を
目
標
に
し
て
い
き
た
い
。

一
定
の
期
間
は
、
家
を
10
年

ほ
ど
借
受
け
、
10
年
た
っ
た

ら
、
所
有
者
に
返
す
形
を
考

え
て
い
る
。

〈
市
民
生
活
部
関
係
〉

　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
申

請
受
付
が
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
来
年
度
も

行
う
の
か
。

　
　
　
来
年
度
も
受
付
を
行

う
。

　
　
　
庁
舎
関
係
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
リ
ー
ス
契
約
の
メ
リ
ッ
ト

は
。

　
　
　
リ
ー
ス
契
約
は
、
器

具
内
の
安
定
器
や
イ
ン
バ
ー

タ
ー
を
外
し
、
外
部
か
ら
の

配
線
を
端
子
に
直
結
す
る
方

法
で
、
照
明
器
具
交
換
と
比

較
の
場
合
、
既
存
器
具
に
対

す
る
改
修
に
な
る
た
め
、
導

入
コ
ス
ト
が
大
幅
に
抑
制
さ

れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

〈
教
育
委
員
会
関
係
〉

　
　
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
関
係
で
、
今
年
度
は
一
般

財
源
で
、
採
択
さ
れ
た
場
合
、

次
年
度
以
降
の
建
設
事
業
は
、

Ｂ
＆
Ｇ
の
補
助
を
１
０
０
％

使
う
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
全
体
で
10
億
５
，
７

５
２
万
円
申
請
を
し
て
お
り
、

解
体
費
等
は
補
助
対
象
外
で
、

計
画
で
約
５
，
７
０
０
万
円

程
度
の
一
般
財
源
が
必
要
と

な
る
。
採
択
さ
れ
る
と
10
億

円
以
内
の
補
助
が
あ
り
、
不

採
択
の
場
合
は
ゼ
ロ
と
な
る
。

　
　
　
学
校
給
食
費
管
理
費

で
、
値
上
が
り
分
の
８
１
１

万
円
の
補
助
金
に
つ
い
て
。

　
　
　
学
校
給
食
会
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
策
費
補
助

金
は
、
来
年
度
、
給
食
費
が

１
人
１
食
当
た
り
15
円
上
が

り
、
月
額
で
小
・
中
学
校
と

も
４
０
０
円
上
が
る
の
で
、

こ
れ
に
対
す
る
給
食
費
の
補

助
で
あ
る
。

〈
環
境
水
道
部
関
係
〉

　
　
　
今
ま
で
市
が
行
っ
て

い
た
合
併
浄
化
槽
の
点
検

を
、
民
間
に
移
行
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
移
行
し
て
く

だ
さ
い
と
い
う
お
願
い
な
の

か
。

　
　
　
市
が
管
理
し
清
掃
し

て
い
る
合
併
浄
化
槽
に
関
し

て
、
２
〜
３
年
か
け
て
民
間

に
移
行
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
今
年
度
か
ら
始
め
て
い

る
。
民
間
事
業
者
が
３
社
あ

り
、
で
き
る
限
り
民
間
へ

移
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。

〈
建
設
部
関
係
〉

　
　
　
生
活
環
境
道
路
整
備

事
業
補
助
金
と
し
て
３
千
万

円
予
算
計
上
が
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
超
え
る
要
望
が

あ
っ
た
場
合
、
補
正
を
予
定

さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
地
元
要
望
に
沿
っ
た

形
で
予
算
要
求
を
行
っ
て
お

り
、
予
算
を
超
え
る
要
望
が

あ
っ
た
場
合
、
補
正
要
求
を

し
て
い
き
た
い
。

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉

　
　
　
本
年
度
か
ら
実
施
し

た
妊
産
婦
医
療
費
助
成
金
の

実
績
は
。

　
　
　
現
在
、
申
請
者
23
名

で
１
１
３
万
６
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
新
規
事
業
の
＃
７
１

１
９
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事

業
で
相
談
を
し
た
と
き
は
、

ア
ド
バ
イ
ス
ま
で
な
の
か
。

例
え
ば
救
急
車
を
呼
ん
だ
ほ

う
が
い
い
場
合
、
連
絡
し
て

く
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い

の
か
。ア
ド
バ
イ
ス
だ
け
で
、

後
は
自
分
の
判
断
と
な
る

と
、
具
合
の
悪
い
人
は
難
し

い
面
も
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
＃
７
１
１
９
は
、
救

急
車
を
呼
ん
だ
ほ
う
が
い
い

か
、
通
常
の
診
療
で
構
わ
な

い
の
か
悩
ん
だ
と
き
に
相
談

を
す
る
も
の
で
、
常
駐
の
医

師
、看
護
師
の
指
導
の
も
と
、

救
急
車
を
呼
ん
だ
ほ
う
が
い

い
と
な
れ
ば
、
本
人
が
電
話

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

＃
７
１
１
９
か
ら
救
急
車
に

つ
な
い
で
く
れ
る
よ
う
に
、

各
市
町
か
ら
も
要
望
が
出
て

お
り
、
県
と
協
議
し
改
善
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

〈
農
林
水
産
部
関
係
〉

　
　
　
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ

ー
ム
で
研
修
中
の
、
２
名
の

果
樹
農
業
研
修
生
の
進
路
は
。

ま
た
、
小
規
模
な
農
業
生
産

基
盤
整
備
事
業
の
具
体
的
な

内
容
は
。

　
　
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
研

修
を
さ
れ
て
い
る
２
人
の
進

路
は
、
今
年
の
10
月
に
新
規

就
農
す
る
予
定
で
あ
る
。
農

業
用
施
設
整
備
支
援
事
業
は
、

工
事
費
の
限
度
額
が
２
０
０

万
円
で
そ
の
内
の
８
割
ま
で

補
助
金
と
し
て
支
出
し
て
い

る
。

質
疑
終
了
後

　
修
正
を
求
め
る
動
議
を
議

題
と
し
、
提
出
者
か
ら
の
説

明
の
後
、
動
議
に
対
す
る
質

疑
を
行
い
、
原
案
に
賛
成
す

る
討
論
と
、
修
正
案
に
賛
成

す
る
討
論
を
行
い
、
起
立
採

決
の
結
果
、
修
正
案
は
起
立

少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。

　
次
に
、
原
案
に
つ
い
て
、

起
立
に
よ
り
採
決
の
結
果
起

立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お

り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁 予

算
審
査
特
別
委
員
長
報
告（
概
要
）

【
議
案
第
15
号
】「
令
和
６
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計
予
算
」を

　

原
案
可
決


